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成長期待企業のイチオシ！

中小企業のための
ひょうご産業SDGs推進宣言事業・認証事業

ひょうご産業活性化センターは中小企業のSDGsの取り組みを支援しています。
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片岡家蔵CAFEきなり

商店街若者・女性新規出店
チャレンジ応援事業を活用して 代表

舘 麻由

●自己資金と補助金で起業できた
●迅速な手続きでスムーズに開店できた
●事業計画書を作成し目標が定まった

一目ぼれの米蔵でカフェを開業
素材にこだわったメニューを提供

姫路市

カウンターや棚は木製で統一

築320年の米蔵を改装
　格子構えの町家が点在し、石畳が敷かれた商店街「あ
ぼし一番街」の一角に同店はあります。築320年の旧龍
野藩大庄屋片岡家の米蔵を改装した店内には、片岡家に
眠っていた調度品が置かれ、奥の小上がりまで落ち着き
のある空間を創出しています。
　店主の舘麻由さんは高校生の頃からカフェ巡りを好
み、BGMや店主の人柄も含めた個人経営のカフェの雰
囲気に引かれました。加えて、子どもが生まれてからは
安全・安心な食に対する関心も高くなったそうです。安
くて早いチェーン店の料理は体が受け付けず、それなら
ば自分の手でカフェをつくろうとの思いが膨らみます。
創業塾に通い、一緒に学んだ人の縁で米蔵の存在を知
り、一目で気に入りました。
　2000年以降、建物は使われておらず、内装や掃除は一
からする必要がありました。真っ黒に汚れた梁

はり
は5回磨

いてようやく木目が見えたと言います。「きれい好きな
私でも3回心が折れかけました。埃を吸いながらの作業
で3日間寝込んだこともありました」と苦笑いを浮かべ、
当時を振り返ります。

　テーブルは衣装だんすの長持ちのふたを活用し、「脚
は斜め向かいのインテリアショップで付けてもらいまし
た」と、既にあるものを大切にし、地域でお金を回すこと
を実践しています。ひょうご産業活性化センターの「商
店街若者・女性新規出店チャレンジ応援事業」に応募し、
補助金は改装費用に充てました。「申請書類を書いてい
るうち、やりたいことが明確になりました」と言います。

老若男女が集まる店に
　看板メニューのカレーライスには農薬5割減の淡路
産タマネギ、パウンドケーキには県産小麦を100％使
用し、コーヒーはフェアトレードの豆を焙煎する近隣
の店から仕入れています。「自分が実際に食べて、おい
しい、体が気持ちいい、そして地元で生産された素材を
選んでいます」。そうしたこだわりはメニューに書かれ
ていませんが、「会話の中でそれを伝えることで、お客
さまの意識が少しでも変わるきっかけになれば」と話
します。
　料理に使う完全無農薬のニンニクと店内に飾る生花は
近所の人から提供されるそうで、「多くの人の縁に助け
られている」と話します。舘さんの理想は老若男女分け

制度利用の流れ
2023年6月 7月 7月 9月
当センターへ事業
計画書を提出

補助金交付を申
請し、採択される

事業着手（内装工
事等請負契約）

開業。年度末に実績報
告書を提出し、24年5月
に補助金を受給
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丁寧にコーヒーを入れます カメラ店時代の看板をそのまま残しています

隔てなく集まる店。6月には姫路産ショウガを使った甘
酢漬け作りのワークショップを開きました。「地域の特
産物を使い、地域で買い物をし、地域でお金が回る。この
お店がその一助になれば」と地域の活性化に思いを巡ら
せます。

片岡家蔵CAFEきなり
姫路市網干区新在家500-7
●代表／舘麻由
●事業内容／カフェ
Ｈhttps://www.instagram.com/cafe.kinari

自 費 出 版
見  積  り  無  料

まずは電話かメールでお問合せください

TEL.078-362-7140
jihishuppan-kpc@kobe-np.co.jp

あなたの本を

「オーダーメイド」

だけ https://kobe-selfpub.jp

こちらから
▼

株式会社 神戸新聞総合印刷

商店街若者・女性新規出店
チャレンジ応援事業

商店街の空き店舗を活用し、個性ある店舗を開業する若者
（50歳未満）や女性に補助金を交付します。申請には出店
地の市町から補助等が受けられるなどの条件があります。

•�創業や多店舗展開等にかかる経費について
補助を受けられます
•�商業アドバイザーから開業計画に関する助
言を受けられます

問ひょうご産業活性化センター経営・商業
支援課
Ｔ078-977-9116
制度の詳細についてはホームページを
ご覧ください

利用メリット

【補助期間】補助金の交付決定日～同年度末（3月末）
【対象経費】店舗賃借料、内装工事費、ファサード整備費
【補 助 率】対象経費の1/6（ただし別途市町から1/6以上の補助が必要）
【限 度 額】75万円（ただし市町の補助額を上限とする）



JUMP4

中小企業等のSDGsへの取り組み内容を登録・集約し、広く
社会に公表することで、その活動を支援します。
対既にSDGsの取り組みを実施・公表している県内の中小
企業や産地組合、業界団体 ※その他要件あり

●登録企業のメリット
・�登録証が交付されます
・�当センターのホームページで企業名や取り組みが紹介さ

れます
・�専用ロゴマークを使用できます　
・�SDGsの推進に当たり、専門家派遣による経営支援を受

けられます（1/2負担、最多8回まで）
・�兵庫県信用保証協会の保証料率の割引を受けられます
申問成長支援課 Ｔ078-977-9117
7月26日㊎までに電子申請フォームから（ホーム
ページから進んでください）

AI技術・サービスを先導する米国におけるビジネス化と課
題対応の最新情報を解説するとともに、マイクロソフト社
とのコラボ開発を進めている県内事業者がビジネス展開
を紹介します。昨年10月に開設されたMicrosoft AI Co-
Innovation Lab神戸による取り組みの説明も。無料。
日7月12日㊎14時～15時30分
所起業プラザひょうご
定100人（先着）
申問ひょうご海外ビジネスセンター Ｔ078-271-8402
7月9日㊋までにホームページの申し込みフォー
ムから

原材料や光熱費の高騰など、中小企業を取り巻く厳しい状況
を打開すべく、“攻めの経営”に転じようにも社内の人材が不

足しているといった相談が増えています。同センターは民間人
材ビジネス事業者と連携し、必要な人材の採用を支援してい
ます。詳しくはホームページで確認してください。
申問ひょうご専門人材相談センター（当センター内）
Ｔ078-977-9078

「仕事と生活の調和」を実践している企業等を認定し、持続
的な取り組みを支援します。
対県内に本社または事業所があり同センターの「仕事と生活
の調和推進宣言企業」に登録している企業等 ※その他要件あり

●認定のメリット
・�県や同センターのホームページ等で企業名や取り組みが

紹介されます
・�認定企業ロゴマークを名刺等に使用できます
・�求人の際に認定企業であることを記載できます
・�県と連携協定を結んでいる金融機関等から優遇金利で

の融資などを受けられます
申問ひょうご仕事と生活センター Ｔ078-381-5277
〒650-0011 神戸市中央区下山手通6-3-28 兵庫県中央
労働センター1階
7月19日㊎までに所定の申請書（ダウンロード
可）を郵送
※事前に同センターのコーディネーターに相談してください

キャッチコピーを考案し商品PR等を学ぶ広報実践セミナー
と、商談会の模擬演習や販路発掘に向けたグループワーク
を行う商談販売実践セミナーの2本立てです。
日7月24日㊌、26日㊎、8月7日㊌10時～16時（全3回）
所神戸市産業振興センター　
●講師＝黒田ユキさん（four-plus.代表）
定60人（先着）
￥1万5,000円（会員3,000円）
申問神戸商工会議所 Ｔ078-367-3838
7月17日㊌までにホームページの申し込みフォームから

「ひょうご産業SDGs推進宣言事業」
第7回登録企業募集

ひょうご仕事と生活センター
「ひょうご仕事と生活の調和」推進企業認定

「米国ビジネスセミナー～生成AIビジネス
の現在地とAI活用事例～」参加者募集

ひょうご専門人材相談センター
人材採用に関する相談受け付け中

ひょうご産業活性化センター

関係機関

神戸商工会議所　「販路拡大プロジェクト
〜マーケティング実践セミナー〜」

日日時　所場所　対対象　定定員　￥料金
申申し込み先・方法　問問い合わせ先 
Ｔ電話番号　Ｆファクス番号　Ｅ Eメール
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座学と模擬生産ラインでの演習により、作業改善、治工具改
善、動作改善の実践力を身に付けます。無料。
日7月23日㊋9時30分～17時
所大阪工業大学大宮キャンパス（大阪市旭区）
定20人（先着）
申問（公財）新産業創造研究機構（NIRO）
Ｔ078-306-6806
7月16日㊋までに所定の申し込みフォームから

（ホームページから進んでください）

先輩起業家が経験談を通して起業に役立つヒント等を紹介
します。無料。オンライン（Zoom）でも受講可。
日8月3日㊏13時30分～16時30分
所明石商工会議所
定会場・オンライン各50人（先着）
申問（一財）明石市産業振興財団 Ｔ078-918-0331
7月29日㊊までにホームページの申し込みフォームから

持続可能な社会づくりの一環として、地域の企業等から環境
改善に役立つ優秀な技術や製品、取り組み、アイデアを募集
し表彰します。
対同金庫営業エリア内の法人・個人・団体
●募集部門＝環境事業、環境活動、環境アイデア
●賞金＝最優秀賞100万円、部門賞各50万円など
申問尼崎信用金庫 Ｔ06-6412-5443

Ｅeco-amashin@amashin.co.jp
7月22日㊊までに所定の応募用紙（ダウンロード
可）をEメール（添付ファイル）で送信または最寄
りの同金庫本・支店へ持参

新産業創造研究機構（NIRO）　「座学と演習で
学ぶカイゼン活動セミナー アドバンス編」

尼崎信用金庫
「第14回あましんグリーンプレミアム」

明石市産業振興財団
「起業応援セミナーあかし2024」

創業・新事業、経営改善、取引拡大、
DX化、SDGs等に
つながる支援メニュー
を発信中！

ひょうご産業活性化センター公式

ひょうご産業活性化センター通信「JUMP」は、中小企業地域資源
活用等促進事業の助成金を活用して作成したものです

ホームページ メールマガジン Facebook
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がんばる企業を応援
「中小企業支援ネットひょうご」構成機関からのご案内

「中小企業支援ネットひょうご」とは
さまざまな経営課題を抱える中小企業の応援を
目的に、中小企業支援機関や連携団体でつくる
ネットワークです。各機関の強みを生かしながら、
総合的な支援を展開しています。

兵庫県事業承継・引継ぎ支援センターは、中小企業・小規模事業者の事業承継を支援するために国が設置した相談窓口
です。一社でも多くの企業や事業を存続させるため、親族内承継やM&A等の第三者承継などを提案しています。

兵庫県事業承継・引継ぎ支援センター事業承継を円滑かつ確実に

主な支援業務
県内中小企業の事業承継に関するあらゆる相談に対応

経営者の高齢化が進む中、後継者を見つけられないまま廃
業する中小企業・小規模事業者が増えています。このまま
では日本経済の屋台骨を支えてきた中小企業の技術やノ
ウハウだけでなく、雇用も失われて地域経済に影響を及ぼ
します。
休廃業、解散した企業のうち52.4%は、直近期の決算状況
が黒字（2023年㈱東京商工リサーチ調べ）であり、事業が
途絶えてしまうのは非常に惜しいことです。そこで、当セン
ターでは、後継者不在でM&Aを希望する経営者にはマッチ
ング支援により事業継続をサポートしています。
一方、後継者がいる場合は円滑な承継に向け、どのように
して資産や経営を引き継ぐかを専門家がアドバイスして
います。

事業や雇用の維持に向けて

主な支援内容

神戸市中央区の当センター事務所のほか、サテライト相談
所や相談会も開催しています（要電話予約）。
【サテライト相談所】
神戸商工会議所	 �第1火曜（東神戸支部）、第4木曜（西神戸支部）
西宮商工会議所	 偶数月第2水曜
三田市商工会	 第4火曜
姫路商工会議所	 第1・2・3木曜
豊岡商工会議所	 7月5日㊎、9月13日㊎、11月8日㊎、1月17日㊎
豊岡市商工会	 8月23日㊎、10月18日㊎、12月6日㊎、2月14日㊎
洲本商工会議所	 第3火曜
たつの市役所	 第2木曜
【相談会】
小野商工会議所	 11月5日㊋、3月7日㊎
三木商工会議所	 8月6日㊋、10月24日㊍
西脇商工会議所	 7月25日㊍、10月17日㊍
姫路市商工会	 10月25日㊎
神河町商工会	 10月23日㊌
相生商工会議所	 7月9日㊋、11月21日㊍
淡路市商工会	 9月12日㊍、1月16日㊍
五色町商工会	 10月7日㊊、2月3日㊊
南あわじ市商工会	 8月7日㊌、10月17日㊍

県内各地で相談会を開催

兵庫県事業承継・
引継ぎ支援センター
神戸市中央区港島中町6-1
神戸商工会議所会館8階
T 078-303-2299
Ｆ078-303-2030

親族への承継 第三者への引継ぎ 事業承継に関する問題

後継者はいるが、承継
方法が分からない

事業承継計画策定の支援

作成した承継計画に基づ
き、承継までのロードマッ
プを見える化

後継者がいない

後継者探しのお手伝い

M&Aマッチングのサポート

後継者人材バンクの活用

何から準備すればいいか
分からない

会社同士の合併や他社
の買収の手順を知りたい

従業員を引き継ぐ際の手
続きを教えてほしい

専門家による的確な
アドバイス
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中小企業支援ネットひょうごでは、さらなる成長が見込める企業を
「成長期待企業」に選定し、複合的な支援をしています。このコー
ナーでは選定企業が誇る自慢の商品やサービスを紹介します。

カネテツデリカフーズ㈱の

カネテツデリカフーズ㈱　神戸市東灘区向洋町西5-8
Ｔ0120-227-379　H https://www.kanetetsu.com

⃝設立年：1948年　⃝代表取締役社長：村上寛
⃝業務内容：水産練り製品、総菜の製造販売

今年4月、本社敷地内の歩道沿いに「ほぼカニ神社」が建立

本物らしさを追求し
人気ナンバーワン商品に

ほぼシリーズ

　今年で発売10周年を迎えた「ほぼカニⓇ」は、今や同社
で売れ行きナンバーワンの人気商品です。十数年前、練り
製品市場が縮小傾向にある中、市場喚起につながる商品と
して目を付けたのがカニかまでした。「カニが高騰してお
り、手軽に食べられるようにとの思いもありました」と当
時、商品企画を担当していた高浦良子経営戦略室長。
　後発品というハンデを乗り越え市場にインパクトを与え
るべく、「世界一ズワイガニに近いカニかまをつくる」プロ
ジェクトが発足。「味はズワイガニのうまみ成分を再現し
ながらよりカニ感を強調し、食感は斜めに細い繊維を組み

合わせることで、かんだ時にほろっと崩れるようにしまし
た」。こうして2014年、「ほぼカニⓇ」はデビューします。
　当初はスーパーの陳列棚に並べてもらうことさえ難し
かったそうですが、購入者のSNSで火が付き、市場を席巻
していきます。翌15年発売の「ほぼホタテⓇ」をはじめ、現
在「ほぼシリーズ」は10アイテムを超えるまでに。次なる
「ほぼ」商品の誕生につなげるべく、開発部内では毎年アイ
デアを競うコンテストを実施しています。「縮小市場でも後
発品でも、アイデア次第で勝負できます」。「ほぼカニⓇ」が
生み出したレガシーは、しっかりと引き継がれていきます。

日本ネーミング大賞2022では最優秀賞に輝いた「ほぼカニⓇ」




